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余裕の使い方 

校長 小田 敬介 

新年を迎えて，早くも二ヶ月が過ぎました。いよい

よ３年生は，公立高校の受検があり，卒業式まで二週

間あまりとなりました。また，１・２年生も進級に備

えて，準備を進めています。先日も次年度の職場体験

学習について，事前学習を行いました。なかなか余裕

がない中ですが，そんなときこそ，余裕の使い方など

考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは，月刊朝礼という雑誌に掲載されていた記事で

す。余裕のあるときは，何となくぼんやり過ごしてし

まうことが多いのですが，少しでも仕事や成長に役立

つことに時間を使えるようになりたいものです。三学

期は次の進路や学年に備えたスタートに向けて力を

蓄えるときです。今のうちに余裕の使い方について考

えておきましょう！ 

 

 

              

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 19日（金）に授業参観，学級 PTAを行いま

した。授業参観は保健体育の授業でバスケットを参

観してもらいました。保護者もゲームに入っていた

だき生徒と一緒に汗をかきました。日頃の生徒だけ

のゲームとは異なり，新鮮な気持ちでプレーを楽し

んでいました。学級 PTA，PTA 役員会では,今年度

の反省と次年度に向けての計画などを話し合いま

した。本年度も残りわずかですが本校への御理解，

御協力をお願いします。 

余裕の使い方 

ある企業で営業をしている二人の話です。 

Ａさんは月初めから仕事がスムーズに進み，月の中

ごろには目標の売上に達しました。これから月末ま

ではゆっくり過ごせると安堵（あんど）しています。

Ｂさんも同じように目標を早めに達成しましたが，

その後も新規のアポを取ったり交流会に参加したり

など，意欲が衰えることはありません。ＡさんはＢさ

んに，「君は，今月もっと余裕があるはずだと思って

いたけど，そうでもないのかい？」と尋ねました。す

ると次のように答えたのです。「せっかく余裕ができ

たから，いろいろやっておきたくてね。普段できない

ことに時間を使いたいんだ」。二人の成績は同じくら

いでしたが，それ以降少しずつＢさんの売り上げが

伸びてきています。最初は時間がかかっていたこと

も，経験を積むことによってスムーズにできるよう

になるものです。そのときに生まれた余裕をどう生

かすかが，次のステップに進む重要なポイントとな

ります。時間と心にゆとりができたときこそ，新しい

こと，難しいことに取り組むチャンスです。 

（月刊朝礼より） 

 

第７３回奄美市立住用中学校 

卒業証書授与式 

① 日 時 

３月１6日 火曜日 

１０：００～１０：４５ 

② 場 所 

住用中学校体育館 

③ 今年度卒業生 

  市田 雅   澤 琉太 

  重田 晴琉  東 暖人 

       

 

 

  

今年度の卒業生は 4名になります。 

運動会，学習発表会などの学校行事をはじめ，

様々な活動で学校の中心となり住用中を引っ張っ

てくれた3年生でした。そして作業が得意で演台，

朝礼台，看板等これからも住用中で大いに活用する

備品を手作りしてくれました。中学校でいろいろと

手作りした経験が生かされ，卒業後も活躍してくれ

ると思います。 

卒業式について

卒業式は，新型コロナウイルス感染対策のため来

賓の人数を制限した上で実施致します。

学校便り  NO１０  

令和３年２月 26 日 

奄美市立住用中学校 



３/９(火)  公立高校入試    

３/ 10(水) 公立高校入試 

３/ 13(土) 球技大会 

３/ 16(火) 卒業式 

３/ 17(水) 公立高校合格発表 

３/ 20(土）春分の日 

３/ 25(木) 終業式・離任式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

立志式を迎えて

 2 月 13日（土）に立志式を開催しました。毎年 2

年生が全校生徒職員，保護者を前にして，誓いの言葉

を掲げ，将来の夢や目標を発表しています。 

今年の 2年生はそれぞれ「魂」・「術」・「真」の文字

を掲げ，今後の意気込みや思いを語りました。その中

で，ここまで育ててくれた保護者に対して，感謝の気

持ちを伝える場面もあり，心温まる思いがしました。 

 自分の将来について考える良い機会となり，また多

くの人の前で夢や目標を発表することができました。

夢や目標を実現する方法の１つに多くの人の前で自分

の夢や目標を伝えるという方法もあります。実現に向

けて一歩前進したと思います。 

鹿児島学習定着度調査の結果が出されました。

1 年生は，ほぼ県の平均，2 年生が県の平均より

10ポイント上回る結果となりました。放課後や土

曜授業の時間を利用した過去問題対策など，年間

を通した取組の成果が出てきている感じました。

また調査後は職員で結果に対して分析を行いま

した。書く力や，様々な資料から答えを関連付け

て考える力を身に付けるなど今後の指導や家庭

学習を通して学力向上を図っていくことを確認

しました。 
 立志式終了後に，記念講話を行いました。講師に和

田霜析さんをお招きしました。立志式は将来につい

て考える良い機会ととらえているので，同じ住用町

に住む先輩の話を聞くことは，子どもたちの参考に

なるのではと考えました。講話では，御自身の体験か

ら人とのつながりの大切さ，ふるさと奄美（住用）へ

の思い，後輩にたくす思い，などを熱心に話してくだ

さいました。 

「和田さんの話はすごくいい話だったので参考に 

なりました。」「すべての経験は後に生かせることが

分かりました。」「つながりの大切さが分かりまし

た。」などの感想があり，生徒にとって良い刺激にな

りました。 
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